






•所在地：當士見町 5-25 



昭和二十年四：！！！四 H 未明、空襲警報の発令で、当時五 t 
の私と二人の兄は、父に連れられ「山中坂防空壤」と呼ば 
れる壤の隣にあったもぅひとつの壤に避難。父は「後で迎 
えに来る」と言って出ていってしまいました。身重の体に 
二^*の妹をおぶ〇ていた母は、我家の垛に隐れましたが、 
恐怖でそこに居られなくなり外に出て、低空飛行する米軍 
機の機銃攻擊に遭いました。母は無事でしたが、背中の妹 
は爝弾の破片を受け、即死しました。箸報が解除された頃 
になり、父の迎えを待っていると、辺りは大変なことにな 
っていました。私たちが人った壌から十数 m も離れていな 
い「山中坂防空埯」が爆弾の ffi 撃を受け、中に避雖してい 
た四十二名全 H が亡くなるといぅ大慘事が起きていたので 
す。この防空壕があった場所に、现在、お地藏さまが祀ら 
れています。四十二名の犠牲^のご供養、そしてこの悲慘 
な歴史を風化させないために。 

立川民俗の会鈴木サトさん.談 






















編み針に微笑みをからめて 


♦え <てびあんレポート 


古《|さんを洲む 
r 卞 rj の ' i u の忤さん, 


「典 t & tr 屺试 j の朽と从¢1* 


日本の女性の間で「趣味とじ C の編物」：^-般化したのは高度成長期の顷〇 
ニット•デザイナーの吉川勝广さん（柴崎町2丁 H ) は、その著作や雑誌、 

TV などを通じて編物の楽しさを広めた、いわば先駆けの一人である。 

そのセンスと抜術は『全国編物コンクール J に於て、最俊秀苦に贈られる 
「高松宮妃賞」を、これまでに2度も受賞するという実緒が物語る。 

(ちなみに2回受賞は、全闻で吉川さんただ一人)。 

しかしこの道に出会った時、占川さんはすでに麥であり、母であった。 

家 if •育圯をこなし、忙しい合問をぬう削作活動だが、 

「雄も犠牲にすることなく、皆がほほえめることが大事」と、その姿勢を貫いた。 

ご自劣で開く『吉川勝子_物 f 公学院 J 。 

そこに集う多くの女性たちは、きっと、吉川さんという“鏡”に映る自身を確かめながら、 
今 H も編むことの舁びを満喫しているに違いない。 




各で紹介され厶吉川方んの件私., M 自の植法は尊鬥；|ではひっぱりだこ, 
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住友銀行3111 i$e 

晓町 2-13*1 522-6171 

東京三菱銀行 3 UIIBS 

曜町卜 13*3 _§24,4121 

I 立 J II 郵便局 W 5 W 

埔町 214-36 5244114(代） 

喫茶アノ（ン 

| 賵町 M 7-1 5_ 527-4479 

トボス立川店 

| 播町218‘18 525*0331 


山梨中央銀行 

| 瘅松町 2-1^13 526-1571 


レストラン 
高松町 2-22-2 


榎 

526-2276 


東京フロンティア 


辖町 2-19-9 


527-3943 


手打ちそば 
^5; 2-25-3 


閑 

525-1400 


フレンド書房 

^ 松 町 3>18-2 527-1555 

TIP-TOP Cete'Restauram 

松町 327-27 525.2030 

| メンズカッ ト ヤザワ 
| 栄町 2-59-8 536-8738 

多摩中趣錢规支店 

栄町 2-59-8 536-9711 

更 

537.0991 


佶 


1 

I 


エミリ-フ□ーゲ划_店 

| 嗶町 2-39-3-3F 526-9788 

多摩画材 (景品賴） 

> 松町 2-1-25 522-6031 

助育果店 

^松町 2-4-1 8 522-3542 

^ーパ-やなぎや 

^ 松町 2-5-1 7 522-4322 

伊勢屋 

| 裹松町 2-6-20 524-2734 

洋菓子 マ リアン 

离松町 2-10-22 524-3912 

横町屋 

某松町 2-11-23 522-2609 


| 手打ちそば 
I# 55112.1 

相模屋酒店 

| 栄町 5 - 61-8 536-2476 

為田接骨院 

| 栄町レ 6-25 535-6240 

Icoffee Shop 遊香 

| 谏 町 14-24 527 3840 

『ステーキのリブレ 

| 讲町卜 8.3 _ 527-1630 

菓子処ゆろぎ 

卜町 115 525-0780 

卜容室アリス 

| 銶町 1 - 1 シ 21 525-1100 

0ちのやブル マン 

| 錦町 1 イ 8-7 524-9280 



びあ 


人がゐて、街があります 
あなたがゐて、立川があります。 

そこにちょっとだけ、えくてびあん！ 

リストのお店にはいつでも、えくてびあん 

今月は明耵(日> • 高松町•栄町♦幸町 • 拥町 • 羽衣町のお店です。 



むぎばたけ 
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炭火! W 排 アンデフロイデ 

10町 1*1. 24永 Jfe ヒル1聲 : /5291619 
tl00-22 GO .12 月中は含雎のみ 1B 0臨:| 木晡定休 


「3つの指針」を守り続けて丸3年 
アートの香り漂う店内で味わう 
炭火培煎のコーヒーはまた格別 


め 


曹必 



卿 


?スターの备薛昭美さんは.この志を開く u あたって3つ 
の相むを立 - ，たといラ.、それは r メー ュ ー uj —じ一とケー 
キのみし I 兒は坆火焙 pi , そしこ丨定期的に咅楽会ゃ桧画 
展を傕する」というぢの_この3つの抱射を a きこがら， 
r アンテフロイテ •； はこめ 1 2 H で 4 年目に突入する 

メニコーを增やさないのは run 实•澄」の本道を目指すため.： 
コーヒーの味が落 e r しまうのが飾いからだという-さ t か 
にメニューの M 瑕;：：“紅茶”の文字が詳め6れるがこれは 
ター シリンのみ.あくまでもメイン ur コーヒーである c 

子のコーヒーはスト a ンクとソフトの？楂頷び:ブレント 
をはじめとして故樣類が抑う.全 r 紀州の嫌县崁を使った炭 


火紙 もともとコーヒー好きの资萩さん多ぐを試してゃ 
ばり y は*火だといつ桔求山逢レた， ;f 文を受けて1杯つつ. 
70柽捃のか：*プの中から.チの玄の涿固笫し•あったも:のを®: 
んで新れる，今日はどの力.プで出てくるかと待つのも一秀.. 

クラシックフク'ンで自兵 b コーラスの活動を祐;）ている畜 t 
綠さん u . H 楽1ぬ明め-::苫内でニンサ- >を企画レスト 
店の貶 u 発表の塔を求める芸術茶たちに阶放:/.:•いるちな 
みに12汚の予定は、4日から U 志田美坊子さんの写炎泯 VJH 
日には B 矣和英さんのビアノコンサートか予定されている。 

が、やは>;洛夫の賊力は気さくで明る*。、裔蓀さんの人响. 
カウンターは.今日もお成りを芡しむ常；1¢客て弱わ--ている」 
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“ M 山”にこそある 
人と自然のぬくもり 

〜低山登山家 • 元立川九中校長〜 

守屋龍男さん 

今から10年前に上梓された一冊の本 。 「多摩の低山 J と M されたその本は、身近な小さ 
な山に登ることによって得られる喜び、発見の魅力 C 满ち溢れていた。著したのは守 M 能 
男さん 1 .宫士見町1丁巨）今や“低山登山家”という呼称がびったりの感がある守屋さ 
んだが、当時は中学校の先生であった。 

その後も続編を含め守屍さんは次々と著作を発表されているが' その総てに一贫して 
流れているのは「教汽者としての発想であろうひとの心と W 剣に向き合う職業に長く 
就いていた人が山登りを語る時、高い山への登頂 • 征服を目指すばかりが登山ではない、 
という独自の視点が生まれたとしても不思!！はない，それは言い変えれば「守屋哲学」と 
でもいうべき.他に例のない視点である. 
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:の 入と 

1時間⑱ 


[ブ□フイール〕 

♦守运 能男•もいや•たつお）：昭和15年 
帟 0J 県出身I大字交案後奥多皞の中ヤ 
校に理科教師として釣枝以来 30M4 
自然観察、登山など T 皂多嘹.奥武蔌 
殊父-甲斐.梠伕•泮久并の殆どの山々 
を歩べ、昭和63年-けやき出板より r 多 
，の低山」を上梓:.技いて r 秩父の低山 
「相换の低由を蚨“低山登山家の守 
座先生”の名は知られるところとなる 
平成7年3月立川九中の校 R €紱後に钦 
狱を蹌れ、いよいよ自然親察家と，での 
活 to も本格化現ぞ登山指再、驮枣活 
勤 C と多忙な日々を送っている..勗劳刊 
は今年3月に出版された~ A の低山」, 
♦ウ井 啓介た r いけいすけ,_ :月 u 
ぐてびあん稱柒人 C . 
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講演致のご菜内 

瀨户 内寂聪文化講演会 

得度二十五年 たって思う 

【期日】〗2月13日（日）午後3時開済 
【会塌】アミューたちかわ大ホール 


ご》蹙の方は往復)\ガキで • x<zust 
お申し込みください • 油»こよ〇入壩»理爹 
ご返送いたし》す • « w ) iin 月 3 〇日(月）で r . 


主催 •良 如苑後援 

□ 

えくてびあん 




アムス棟式会社 



一年閩お疲れさま*?した/ 



» め <<〇 


西洋鵰房 ク彡ン子イール 

JR 立川 駅 南 □諏訪通り S522-0729 


■持叨 hi 


526-0210 


池田屋商店 

« 町2-1ィ0 522,3731 

美容室赤い鳥 

铒町2‘1ィ0 _ 528-2389 

寿屋酒店 

诉町 2-1-13 522-3625 

W 5 ぃ *•_! しゃぶりん 

« 町 2.1.33-3 F 527-2220 

AS 

529-0733 


TAP 

Ul»I2-2-29 


振興信用組合 

钱町 2-2-32 524-1471 


三田 

錦 512-5-23 


花店 

524-4187 


セガ 

錦町 2-7-8 




薬局 

525.9212 


匾 


マルミヤ スポーツ 

铳町2 7.8 522-2912 

アミ:！-たちかわ_旅会雄) 

铒町 3-320 526*131 バ代) 

そば高尾亭 

**■15-5-31 522-2710 


細心ケ-キスタジオ35 

羽衣町 26-1 527-6808 


|林歯 

羽衣町 2-7. 10 


科 

522-5657 


中島豆腐店 

| 羽衣町 2- 12,34 522*5732 


珈琲屋ら 

ラむ 

| 羽衣町 227-9 

526-3643 

| 和風レストラン]^ 胃 

羽衣明 2-27-1 4 

526-3698 

立川 

商店 

| 羽衣町230 

522-3565 


泰 明 堂 

| 羽衣町 2-31-1 522-3353 

pB そのい時計店 

| 羽衣町 2-32-2 522-521 1 


とう 

522.3677 


| 文具のなし、 

町2,33 -1 _ 

&松タバコ店 

1 羽衣町2.42 524-7852 


| いなげや立川宰店 

| 幸町123 6 537-1820 

花奴 

I 奉町} 17-3 


すずかけ通り店 
536-8785 


jr/Hlr-A ブチフルール 

町 4-16-1 535-6734 

ft] ツ アリア 如敝II九翻 

ね幸 町 4-38 537-4413 

pj ： ちばな 

| 幸*15 2*16 _ 537-0347 

|BS タイヤシ3ッブ 佐藤商会— 

| 拿町5-10-2 537-0912 


立 JI ! に育てられて六* f ニキ 

舉真如把 

鰲•町 1-213 T « IS 2?-01 it (^ 



立井今0は守屋先生にお会いす 
るんで*机の上から本を持ってき 
たんですよ。先生の害かれた低山 
三部作 ( r 多摩の ft 山 j r 秩父の低 
山 j 『相锒の低山 J ) です。 

守屋いやあ、お恥ずかしい。 

立井これを害かれてから、もう 
どのくらい経ちますか。 

守屋 e 初の r 多.«の低山 j から 
数えると、今年でちようど十年に 
なすね。 

立井もう十年になりますか。 

^守屋ええ®内容もち 
I よつと古くなつてる® 
.所があるんで、今改訂 
版の準備をしてるんで 
すよ。宋$には出せる 
と思います。 

立幷懊は*:初に読ん 
だ時「低山」という発 
想に、まず*いたんで 
すよ。普通、登山を志 
すというと高い山を思 
い泮かべるものなのに、 
先生はその視点を変え 
てますでしよう。 

守屋私は r 里山 j が 
人好きなんですねえ。， 
立#サトヤマ、です 
か？ 

守屋ええ。人の匂い 
がする山とい^^、®りに住 tr 人 
たちが大事にしている山というか。 
それを里山って呼んでるんです。 
私の造雜なんですが。 

立并そういえば，先生の本には 
ガィドばかりではなくて、そこに 
住む人々とのふれあいの場面がよ 
、1しますね。 

守！|山登りをしていて「こんな 
所に人家があるのか」なんてこと 
も多いんですよそると、訪 
ねて話を したくな ってしまうんで 
す"秩父の観音山， i が三百メ 
—トルぐらいの小さい山なんです 
が，紅策が見亊な山なんです e そ 
こに登ろうとした時に•途中で ig 
に迷つてしまった。ウロウロして 
いたら、偶然畑に出て、畑仕 f 」 
しているお爺さんがいたんです。 
私が道を教わろうと声をかけたら， 
そのお爺さん、身を乗り出してき 
て「あんた，あの山がいいと思っ 
たかそうか*オレが案内しよう」 
って H い出しちやってね(笑)。畑 
仕事を放ったらかしにして、歩き 
始めちやったんですよ。 

立幷(笑)よほど、«しかった 
んでしようねえ。 

守屋晚舌なお爺さんでね、道々 
いろいろ教えてくれるんです。小 
さい山といつても深く入ると^険 
な所もありますんで、ありがたい 
といえばありがたかったんですが、 
もう八十をとうに超えているとい 
うから、こっちが心 E になってし 
まつてねえ(笑 r なんとか無事に 
倚って きました けれど 
立#元気なお爺さんですねえ。 

守雇そのことを本に害いて、そ 
の本を贈ったんですね。そうした 
らお礼だと！ ID って、自分の畑で採 
れたジヤガィモを送ってくれまし 
たよ。 

立井そういうふれあいは、低山 

ならでは、里山ならではですね。 

山というと、たとえば深 m 久彌の 

名著に rH 本百名山 j というのが 

あすでしよう。 

守屋ええ、ええ。素啃らしい作 


品ですよね。 

立井あれはあれで素明らしいけ 
れども"ちよつと間 is うと"山登 
りを競争にしてしまうところがあ 
りますよね。 

守屋そうですね。幾つ登った， 
幾つ制鼷した、という鰱争にな〇 
てしまいますひチヤレンジする気 
持ちは素明らしいけれども"何と 
いうか、 もっと 「味ゎう」山 e り 
もあるん じ ゃないかな、というの 
が私の f ですね。 

立幷それに最近は，いわゆる登 
山ブー ムと いうのがあって、特に 
年の人に多いですよね"僕は 
あれはちよつと fe 険かなという考 
えがあつて。 もともと 山登りとい 
のは、ブームなんていうのとは 
無緣のものではないかと思ってる 
んですが。 

守瞾ええ"おつしゃる通りだと 
思います"実は今、幸公民館で主 
M している中高年のための登山教 
享こいうのがあって•溝師をして 
いるんですね。そこで最初に必ず 
「山は物見遊山ではいけない」と 
S &4- んですよ。 

立幷低山といえども馬鹿にして 
いると、本当に命の危険があるわ 
けですものね。 

守屋 堅苦しく3 つてし まう と、 
私は山を生涯 f の場だと考えて 
るんです。たとえば写爽が好きな 
人、歴史が好きな人、^?が好き 
な人、それぞれの味わいと いうか、 
楽しみ方を受け人れてくれる とこ 
ろですから"競争でも物見遊山で 
もなく、味わって登ってほしいで 
すよね C 

立#そういえば先生は、確か* 
山に登ったのが«:初とおつしやっ 
てましたよね。 

守6そうです私は* S 山出身で 
して、 Is 中 S 山に住む Brtr 雄も 
が「オラが山"立山」に登んなき 
ゃいけない(笑)。 

立#あ、そういう1 m い??わしの 
ような ものがあるんですか。 

守屋あるんですよ{笑0十ニオ 
ぐらいの頃だったかな•私も親父 
に連れられてね。二泊 H 日コ—ス 
で登：：^した。 

立井十ニオにして立派な I 越屮 
男33」だ(笑)， 

守麈十八までに二十回は登りま 
したねえ。 

立井実は僕も大学の時からやっ 
てまして、»初は八ヶ岳でした。 
初めてアィゼンというものをつけ 
て ft ってね。あの経験は、人袈裟 
でなく_に人生が変わる。物の 
見方が変わっちゃうんですね。山 
というのは*いんだなあと、しみ 
じみ思いましたねえ。 

守屋九死に一生を得たなんて体 

狭をした人だと f でしようね。 

立井友人と一度、®^から立叫 

楢ケ法、棟高と縱走した時に、帰 


りの f » が^/なつちやいまし 
て(笑〇しようがないから歩荷(ぼ 
つか)のアルバィトをしたんです 

4 

守屋ほう、歩荷をやられたんで 
すか。それは*い。 

立： It 十 ft 運んで千百円。それで 
f $ f を稼いで•余つたらビフヶ 
ルを茛おうなんて言いながらね。 
でも、帰りに松本で全郎飲んじや 
つてな くな つちやつた{笑0 
守屋ははは、いい思い出ですね 
え <笑0 

立幷思い出といえば先生、教師 
をされていた頃、よく生徒と•緒 
に山に登られたでしよう。その子 
たちにとつても、山の経験は宝に 
なつてるでしようね。 

守層これから寒い季節になると 
思い出すことがあつて。もうずい 
ぶん前の話なんですが•ある SR の 
子の生徒がいたんです"当時は* 
団就 W なんていつてた頃で、半数 
の子が中学 t と同時に就®して 
た0 f そうだつたんですよ。 

立井「金の卵 J なんて1 r5 われて 
もてはやされてた時代ですね。 

守屋ええ、そうですね。その子 
はちよ つと 内试なんで心 K してた 
んですが、躭®して二 ff た 
頃の敌の暮れに•突然家に訪ねて 
きたんです。 is 初は明るく振る舞 
つてたんですが、時々 フフと 思い 
詰めたような§をする。「お前， 
1してるのか」 〇 て W いたら、 
涙ぐんで黙つてしまつたんですね。 
しばらくして彼が ta うには"どう 
やら職場でいじめにあつてたよう 
なんです。 

立井ああ，つらいですね。先 4: 
にも中々1あえなかった。 
守層それでこっち1±"一応「負 
けずに頑張ろう」なんて教到めい 


た話をしてたんですが、埒があか 
ない。それで思わず「どうだ、久 
しぶりに$取にでも登ってみるか」 
〇て H つたら、ウンと。 

立井先生•輿冬の話でしよう？ 
大丈夫だったんですか。 

守际もう、押人れ引っ S き0し 
て冬山の装備を够 X て。それで翌 
日、^速出発して鴨沢の口か 
ら登り始めたんですよ。 

立幷天気はどうだったんですか。 
守屋子報ではちよっと崩れると 
a ってたんですけど、まあ大丈夫 
だろうと タヵをくくつ てたんです 
ね。そうしたら途中で®々 S が莩 
くなってきて，雪が降リ始めてき 
たんです。そのうちに風も吹き出 
して、あつという問に1メ—トル 
先も兒えなくなつてしまつた。 

立井吹；になつてしまったんで 
すね自 

守 MS 吹•宫です。で、必死で步 
いていて気がついたら、後ろにい 
るはずの彼の姿が見えなくなって 
ぃた❶ 

立井はぐれちゃ 〇 たんですか？ 
あ、 まさか：，。 

守 S ええ、彼の出発前の表情を 
見てますからねえ。もしや*とん 
でもないことを#^てるんじやな 
いかと胸®ぎがしてきて、もう死 
にもの狂いで探しました。11•十分 
ぐらい採していて、吹5の中から 
彼の姿がはんやり現われた時は、 
ホッとしましたねえ=それか 
らザィルで体を結んで、なんとか 
町営の奥多 s ! f 小屋に辿り着いたん 
ですね。 

立井彼ははぐれてしまった時、 
何をしてたんですか。 

守]1いや•訊きませんでした。 
今でもわかりませんね。まあ、そ 
れで小屋でラ—メンを作つて食べ 


て•その日は休んだんです。でも 
寒くて •二人とも 何時問 も 寝ない 
うちに R が覚めてしま〇て。吹； 
も止んだことだし、出発すること 
にしたんですね。ちょうど夜明け 
#时に山頂に着いて、東の空が紫 
色から赤くな〇てきて、太暘が昇 
つてきた。ご宋光です。なんとい 
うか、荘厳な音楽が膀こえてくる 
ような ! S じで。ただ立ちすくんで 
しまいました。ふと彼を見ると、 
傾つベたに涙が流れてるんですね。 
立井それは«動的ですね。 

守屋下山して、帰りに駅で別れ 
る時に、彼が「オレ、がんばるよ」 
つて舌〇てくれましてねえ。 

立并|1の力というのは^!-に 
大きいですね。本当に人間は「0 
然の子 J なんだなと思います。 

守屋山には离いも低いもないん 
ですね。疲れたら山に行くといい。 
立井「人間に帰る」ためにね。 



本統の登山家にお会いすると、 
どこか「里 i がある。体重が 
あるなしとは閱係ない。あの大0 
然を相手にしていると、日常茶飯 
亊は あまり 気にならないのであろ 
う。 MgfliL 男さんと対談していた 
ら•そのことを思い出した ♦ 北八 
ヶ岳にソフィア•ヒュッテという 
岳人あこがれの山小屋がある r 昭 
和十年、上智大学のドィッ人神父 
によつて建てられた： ts な小®で、 
%気もきていなければ水道がある 
わけでもない。それでいて、どこ 
か岳人のこころを癒すものをもつ 
ていて，夜、ローソクの灯のもと 
で山日 52 を記すペンの走る音が* 
く。その中には、恋にやぶれ、よ 

I 3 : * r-v 、 •Inri :»•* I J I » • 

うやくこの小甩にたどりついたの 
だという|文もみえる。その山日 
£は大学の^4：囡 f に保管され， 
閲 K することができる ♦その ソフ 
ィア•ヒュッテを出発し 、 ut 
から黑•白合平にキヤンブを張〇て 
明日は天狗岳登いう前の晚、 
緊張と寒さで寝つけなかった。山 
攸の底にアィゼンという爪がはえ 
た器具をはめ、富山を一歩 I 歩登 
ってゆく。登頂した時の飲びは、 
まるで昨日の出^^のようだ。ヒ 
ラリ^ AJ テンジンがエペレストへ 
登頂した時の写輿は高名だが、あ 
の心境に速からずであった ♦守 II 
さんが「低山登山家」としてその 
存在が確かなのは、かつて立山、 
營という 11 千メ —トル級の山で 
锒えてきた食#に@ちされてい 
るからに通いない。 i にかかわ 

らず、山は睢しぃ令一山に亡革 

の気やえくてびあん 
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除夜の鐘のお誘い 

太|«0:から新年にかけて、进 

かに打ち噙らす除夜の痛择如 

宛ではこれを「一如の MJfc*f 

び、柴崎町から立川の宙か 

せて13年になります 

この！#は人敗にがござい 

ますが，どなたでも梅くことが 

出来 itr 希望の方は遍日午 


後 10 MI 半まてに真如苑一受付 

けまてお越しください。 

また • 人 ^ 日当 R は、午後 

10 _ から午的1時まで*どな 

た » も境内を ^ t することが 

出紊ます「 

ださ I 
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たみ P さんのうた 4 


詩•清水たみ子 


ぅたたね 

，ったたねしてた、 

窓 K , で 。 

風のあいまに 
きこえてた、 
ミシンの音は 
遠くなり、 

いつか、おひざの 
ふきの菜の、 

でんでん虫も、 
いなくな り。 

ぅたたねしてた、 

窓 下で。 

どこか、お花が 
にお 〇 てた。 
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